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環境ブック構成の見直し方針(案) 

 

１ 見直し項目 

  環境ブックは以下の構成で作成している。 

  特 集 

  第１部 市の地域概況 

第２部 市の環境への取組 

第３部 様々な測定結果から見る環境 

第４部 市民・事業者の活動と市の取組 
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  第２部及び第４部の内容を次の通り見直す。 

   第２部：計画の進捗管理を担う章となるため、第３次環境基本計画の策定に合わせ見直す。 

   第４部：市民団体、事業者の活動をそれぞれ１ページ程度で紹介しているが、より読み易   

      くなるよう見直す。 

 

２ 見直し内容 

＜第２部について＞ 

 （１）進捗管理 

○第３次環境基本計画では施策体系図の構成がこれまでと異なる。 
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○施策体系に合わせ、次の通り進捗管理を行う。 

【①目指すべき環境像・②基本目標】 

      評価・見直しについては、５年経過のタイミングでの実施とし、進捗については、 

成果指標に係る内容を文面、数値やグラフを用いて記載する。 

 

    【③個別目標・④アクションプラン】 

      各個別目標について毎年評価を実施し、以下の通り、「目標-評価-進捗の説明 

-アクションプランの紹介」の構成とする。 

  (各個別目標について 1ページ程度記載予定) 

 

 

  （２）評価方法 

○現状の進捗管理は、アクションプラン毎に「○・▲」で表現しているが、実施状況に 

対しての根拠等が不明瞭である。 

 

環境ブック２０２４

 

 

○そのため、環境ブック２０２６では個別目標毎の進捗管理とし、評価基準を 

「Ｓ～Ｄ」として細分化する。 
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○各所管部署にアクションプラン毎の進捗度合を「○・▲」で評価し、その結果を環境

政策課でとりまとめ、個別目標について「Ｓ～Ｄ」評価を行う。 

 

＜第４部について＞ 

 ○市民・事業者の活動、市の取り組みについて、団体や事業毎に「事業の名称・開始時期・

概要等」を記載いただいてるが、記載内容について「一覧にする・フォーマットを変更す

る」等の見直しを実施し、より手に取っていただけるよう修正する。 

 

 

３ 庁内検討体制 

 環境ブックの構成や評価方法の見直しを検討するため、個別目標に関連が大きい部署を中心

に構成する分科会を設置する。 

  所属する部署は以下を検討している。 

  ・行政管理部施設課       （個別目標１ 関連部署） 

  ・保健医療部健康推進課     （個別目標１  〃  ） 

  ・産業まちづくり部交通企画課  （個別目標１  〃  ） 

  ・環境資源循環部ごみ対策課  （個別目標２  〃  ） 

  ・都市整備部公園緑地課    （個別目標３  〃  ） 

  ・産業まちづくり部農業振興課 （個別目標３  〃  ） 

  ・危機管理対策室危機管理課  （個別目標４  〃  ） 

  ・環境資源循環部環境政策課  （個別目標５ 関連部署、事務局） 

 

 

 

以上 

 


